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所
有
地
及
び
耕
作
地
に
関
す
る
申
告
書

○ 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
所
有
・
耕
作
し
て

い
る
方

○ 

所
有
地
に
生
産
緑
地
又
は
納
税
猶
予
適
用
農

地
が
あ
る
方

に
は
、
「
所
有
地
及
び
耕
作
地
に
関
す
る
申
告

書
」
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
過
去
に
申
告
さ

れ
ま
し
た
内
容
を
印
字
し
て
い
ま
す
の
で
、
変

更
箇
所
を
訂
正
・
修
正
の
上
、
変
更
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
こ
の
申
告
書
に
基
づ
い
て

農
地
法
の
許
可
や
各
種
証
明
書
の
交
付
等
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
提
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
申
告
書
に
従
事
日
数

等
の
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
、
証
明
書
の
即
時

交
付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

農
地
管
理
状
況
調
査
票

○
耕
作
地
が
10
ア
ー
ル
未
満
の
方

に
は
、
「
農
地
管
理
状
況
調
査
票
」
を
郵
送
し

て
お
り
ま
す
。

　

農
地
法
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
１
回
の
農
地

の
利
用
状
況
調
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
全
て
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
農
地
の
適
正
利
用
の
た
め
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

書
類
が
届
い
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
10
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方
で
、
申
告

書
で
は
な
く
調
査
票
が
届
い
た
等
の
場
合
は
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

 

電
話 

０
４
７
（
４
３
６
）
２
７
４
５

申
告
書
・
調
査
票
の

 

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

毎年 夏を彩る 金杉小学校南側のひまわり畑



船 橋市 農委だ より （２）

残
暑
厳
し
き
折
、
皆
様
に
は
益
々
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
度
、
７
月
20

日
に
行
わ
れ
ま
し

た
船
橋
市
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
農
業
委
員
各
位
の
ご
推
挙

を
い
た
だ
き
、
会
長
職
に
就
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
で
あ
る

と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
と
も
に
、
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
予
防
・
解
消
、
新
規
参
入
の

促
進
な
ど
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
い
た

業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
農
業
は
都
市
近
郊
と
い
う
立

地
条
件
を
活
か
し
、
消
費
者
に
新
鮮
で

安
心
・
安
全
、
高
品
質
な
農
産
物
を
供

給
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
進
む

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
。こ
れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
増
加
。

更
に
は
、
開
発
に
よ
り
減
少
す
る
優
良

農
地
な
ど
、
本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
た
る
農
業
委

員
会
と
し
て
、
各
地
域
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
各
種
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

船
橋
市
農
業
委
員
会

　
　
　
会
長
　

岡 
庭 

一 

美

農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
９
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
、
市
内
の
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
年
１
回
実
施
す
る
こ
と
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
農
地
が
適
切

に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め

に
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
巡
回
し
ま
す
。

　
利
用
意
向
調
査
の
実
施

　

農
地
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
現
に
耕

作
の
目
的
に
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、

引
き
続
き
耕
作
の
目
的
に
利
用
し
な
い

と
見
込
ま
れ
る
農
地
の
所
有
者
に
対
し
て

は
、
11
月
頃
に
今
後
の
農
地
の
利
用
に
つ

い
て
、
調
査
書
送
付
、
訪
問
等
で
の
意
向

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

意
向
調
査
を
受
け
て
、
意
向
ど
お
り
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
来
年
の
秋
頃
に
再
度

現
地
確
認
を
行
い
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
農
地
中
間
管
理
機
構
と
協
議
す
べ

き
旨
の
勧
告
を
所
有
者
等
に
対
し
て
行
う

こ
と
や
、
勧
告
を
受
け
た
農
地
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
課
税
強
化
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
◆
電
話
0
4
7
（
4
3
6
）
2
7
4
2

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
利
用
状
況
調
査
・

 

利
用
意
向
調
査
の
実
施

新制度初の農業委員任命される
会長に岡庭一美氏、会長職務代理者には金子一雄氏を選出

平成２８年４月１日施行の農業委員会法の改正に伴い、新たに１４名の農業委員が船橋市長から任命

され、７月２０日に辞令が交付されました。また、同日に農業委員会臨時総会が開催され、会長に岡庭

一美委員、会長職務代理者に金子一雄委員が選出されました。

農業委員はこれまでの２６名から１４名になりましたが、新たに１３名が農地利用最適化推進委員と

して農業委員会から委嘱を受け、農業委員と連携して委員会業務を行うことになりました。

就

任

の

ご

挨

拶
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松戸徹市長から新農業委員一人ひとりに

辞令が交付されました

藤城孝義

高根町

石井俊郎

東中山

湯浅清春

八木が谷

小池正一

二和東

興 松   勲

中野木

齋藤教子

坪井町

小 川 　晃

東船橋

石山幸男

馬込町

髙橋光一

旭　町

土槗博之

三　山

菊池眞夫

本中山

神山茂樹

豊富町

農 

業 

委 

員

新
体
制
ス
タ
ー
ト
。

 

新
し
い
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

岡庭一美

三　咲

会　

長

金子一雄

前貝塚町

会
長
職
務
代
理
者
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農 業 委 員  

☆農業委員会総会で、農地の売買・貸

借や転用等の案件について審議し、

許可の可否を決定します。   
①農地の貸借・売買の許可の決定 
②農地転用許可に対する意見の決定 
③農地利用状況調査・農地利用意向調

査の実施と農地中間管理機構への協

議勧告 
④違反転用に対する知事への報告 
⑤「農地等の利用の最適化の推進に関

する指針」の策定・変更 
⑥農地等利用の最適化の推進施策の改

善についての意見を取りまとめ、市

に対し提出します。  
☆農地等の権利移動、農地転用等に係

る事情聴取（審査会）   
☆「農地等の利用の最適化の推進に関す

る指針」に基づいて、担当地区で農地

利用の最適化のための現場活動を行

います。  
①担い手等への農地の集積・集約化  農地の出し手・受け手の把握と調整を
行い担い手への利用集積を進めます。 

②耕作放棄地の発生予防・解消  農地の利用状況調査・利用意向調査を
実施し、遊休農地所有者の利用意向の

確認を行います。 
③新規参入の支援活動  新規就農者や企業参入に対して就農
相談活動を行います。 

④担当地区内で意見があれば、総会に出

席し意見を述べます。 連 携 　農地や農業経営等についての相談・意見

などがありましたら、お気軽にお近くの

農業委員、農地利用最適化推進委員または

事務局までどうぞ！

 連絡先（農業委員会事務局）

　 047-436-2742 ～ 2745

武藤英夫

小室町

櫛田直樹

飯山満町

三 橋  誠

東  町

渡邉和雄

車方町

平野恵昭

西　船

飯島行雄

金堀町

伊藤栄一

前貝塚町

藤平尚志

大神保町

齊藤義夫

金　杉

白井廣司

神保町

伊藤賢司

二和東

岩佐常信

坪井町

織 戸  孝

飯山満町

農
地
利
用
最
適
化

 
推
進
委
員

農業委員・農地利用最適化推進委員の主な役割
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前
農
業
委
員
の
み
な
さ
ん

　
　
　
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

今
回
の
農
業
委
員
の
改
選
で
退
任
さ
れ
る
農
業
委
員
の
み
な
さ

ん
で
す
。
農
家
の
代
表
者
と
し
て
、
農
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

引
き
続
き
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
な
ら
れ

る
方
は
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

右
上
右
か
ら

川
井
洋
基
委
員

木
村
正
伸
委
員

後
列
右
か
ら

（
津
田
次
長
）

福
田
正
委
員

武
藤
英
夫
委
員

橋
本
邦
俊
委
員

濱
田
実
委
員

石
崎
幸
雄
委
員

小
川
晃
委
員

石
井
秋
弘
委
員

（
富
永
総
務
係
長
）

中
列
右
か
ら

（
大
沢
局
長
）

三
橋
誠
委
員

神
山
茂
樹
委
員

滝
口
宏
委
員

石
井
俊
郎
委
員

土
橋
博
之
委
員

小
池
正
一
委
員

興
松
勲
委
員

（
早
瀬
農
地
係
長
）

前
列
右
か
ら

齋
藤
教
子
委
員

濱
田
騏
一
郎
委
員

奈
良
五
十
八
委
員

岡
庭
一
美
会
長
職
務
代
理
者

田
中
行
雄
会
長

金
子
一
雄
委
員

飯
島
行
雄
委
員

金
沢
和
子
委
員
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前
原
小
学
校
学
童
農
園

本
校
は
津
田
沼
駅
の
近
く
に
あ
り
、
周

囲
に
は
商
業
施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
戸
建

て
等
の
住
居
関
連
の
建
物
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
然
に
触
れ
合
う

機
会
が
少
な
い
こ
と
が
本
校
の
大
き
な
課

題
で
す
。

学
童
農
園
の
取
組
み
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
子
供
た
ち
が
野
菜
等
の
植
付
や

収
穫
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
自
然
の
豊
か

さ
や
命
の
尊
さ
を
学
ん
だ
り
感
じ
た
り
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五
月
中
旬
、
農
業
委
員
の
皆
様
か
ら
苗

や
種
の
植
え
方
を
詳
細
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
植
え
る
深
さ
や
種
を
置
く
向

学

童

農

園

農 地 の 賃 借 料 情 報

農地法及び農業経営基盤強化促進法により締結（公告）され

た賃貸借における実勢賃借料についてお知らせいたします。

 （平成28年1月～ 12月・金額は10アール当たり）

区分 平均額 最高額 最低額 データ数

田 13,200円 18,100円 6,000円 17

畑 18,000円 23,500円 7,300円 100

樹園地 18,300円 19,000円 17,500円 2

○ 「データ数」は集計に用いた筆数。賃借料を物納支給（水稲）としている場合、

60kgあたり12,530円に換算。金額は、算出結果を100円単位に四捨五入

き
に
気
を
つ
け
な
い
と
な
か
な
か
芽
が
出

な
い
こ
と
を
知
り
、
子
供
た
ち
は
確
認
し

な
が
ら
慎
重
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
一
本
分
の
水
を

畑
に
持
っ
て
い
き
、
植
え
た
後
に
水
を
や

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
水
の
量
が
わ
か
ら

ず
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
た
く

さ
ん
余
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
様
々
で
し
た

が
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
え

て
い
る
の
は
、
畑
の
準
備
や
苗
等
の
手
配

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
農
業
委
員
や
農
業

士
、
農
水
産
課
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

 
前
原
小
学
校
教
頭　

須
永　

玲
子

海
神
中
学
校
学
童
農
園

５
月
11

日
午
後
、
海
神
中
学
校
で
学
童

農
園
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

海
神
中
学
校
は
平
成
20

年
度
よ
り
学
童

農
園
事
業
に
参
加
し
、
今
年
で
10

回
目
の

作
業
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
携
わ
っ
た
平
成
20

年
の
開
園
当
初

は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
で
学
校

側
も
私
も
大
変
苦
心
し
ま
し
た
。
ま
ず
は

ど
の
生
徒
が
携
わ
る
か
で
し
た
が
、
名
乗

り
を
上
げ
る
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
り
、
や
っ

て
み
よ
う
！
と
い
う
ク
ラ
ス
が
現
れ
た

り
。
幸
い
な
こ
と
に
農
園
そ
の
も
の
は
校

内
に
あ
り
、
ま
た
一
部
で
花
等
を
作
り
管

理
を
し
て
く
だ
さ
る
方
が
お
り
、
そ
の
方

の
御
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
も
出
来
、
現

在
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
生
徒
に
よ
る
定
植
作
業
に
向

け
て
、
４
月
中
に
２
回
の
耕
耘
を
行
う
と

と
も
に
、
４
月
下
旬
に
は
堆
肥
な
ど
の
施

肥
作
業
と
耕
耘
を
実
施
。地
元
の
農
業
士
、

農
業
士
O
B
、
J
A
ち
ば
東
葛
職
員
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
マ
ル
チ
を
敷
く
作
業
を
私
が
行
い
、

定
植
作
業
日
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
生
徒
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
と
科
学
部
の
生
徒
た
ち
。
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
は
シ
シ
ト
ウ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・

枝
豆
を
、
科
学
部
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え

る
こ
と
に
決
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
分
れ
て
作

業
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。学
童
農
園
は「
毎

年
一
年
生
」
な
ど
と
嘆
く
よ
う
な
話
も
聞

き
ま
す
が
、
海
神
中
に
お
い
て
は
年
を
重

ね
る
ご
と
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
、

手
を
貸
す
場
面
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
私
を
含
め
た
支
援
者
は
、
こ
の
定
植

作
業
ま
で
と
な
り
、
作
業
し
た
生
徒
は
、

「
休
み
時
間
や
放
課
後
を
使
っ
て
草
や
虫

と
戦
う
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
お
い
し
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ゆ
で

た
て
の
枝
豆
、
そ
し
て
大
き
な
サ
ツ
マ
イ

モ
が
と
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

農
業
委
員　

小
池　

正
一

立派に育ちますように

収穫が楽しみです
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昼

食

は
、

行
田
の
介
護

施

設

併

設

の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
。
こ
ま

つ
な
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
参

加
店
舗
ら
し

く

限

定

メ

ニ
ュ
ー
（
小

松

菜

パ

ス

タ
・
小
松
菜
オ
ム
ラ
イ
ス
等
）
が
あ
り
、

な
か
な
か
の
出
来
栄
え
で
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

②
「
ふ
な
い
ち
」

北
部
清
掃
工
場
の
ご
み
焼
却
熱
を
利
用

し
た
温
浴
施
設
「
ふ
な
ば
し
メ
グ
ス
パ
」

に
設
置
さ
れ
た
直
売
所
で
、
主
に
近
郊
農

家
が
出
品
し
て
い
ま
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
と
き
は

農
地
を
耕
作
目
的
で
貸
し
借
り

す
る
場
合
は
、
農
地
法
又
は
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
地
法
に
よ
る
賃
貸
借
の
場
合

は
、
契
約
期
間
が
満
了
す
る
前
に
、

更
新
を
し
な
い
た
め
の
手
続
き
を

し
な
い
限
り
、
契
約
は
法
定
更
新

さ
れ
ま
す
。

一
方
、
基
盤
強
化
促
進
法
で
は
、

契
約
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
貸
主

に
自
動
的
に
農
地
が
返
っ
て
き
ま

す
。
離
作
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

貸
し
借
り
を
継
続
す
る
場
合
は
再

設
定
の
手
続
き
を
し
ま
す
。
農
業

経
営
の
規
模
拡
大
・
効
率
化
を
図

る
担
い
手
を
支
援
す
る
た
め
、
土

地
所
有
者
が
安
心
し
て
土
地
を
貸

せ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
権
を
設
定

で
き
る
農
地
は
市
街
化
調
整
区
域

内
に
限
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
農
地
を
借
り
た
い
・

貸
し
た
い
希
望
の
あ
る
方
は
、
農

業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

口
約
束
は
ト
ラ
ブ
ル
の
元
で

す
！

　

 

必
ず
正
規
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

5

月
25

日
、
農
委
だ
よ
り
編
集
委
員
と

事
務
局
合
計
7

名
で
市
内
及
び
近
隣
の
直

売
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

近
年
、
安
心
な
生
鮮
野
菜
の
需
要
が
伸

び
て
い
る
こ
と
を
後
押
し
に
、
農
産
物
の

直
売
は
多
種
多
様
な
方
法
で
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
規
模
や
形
態
が
違
う
4

ケ
所
の
直
売
所
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。

①
「
ふ
な
っ
こ
畑
」

行
田
団
地
の
中
央
に
位
置
す
る
J
A

ち
ば
東
葛
直
営
の
市
内
で
も
有
名
な
直
売

所
で
す
。近
郊
農
家
の
出
品
が
主
で
す
が
、

宮
崎
マ
ン
ゴ
ー
等
全
国
の
特
産
物
も
揃
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
開
店
7

年
目
を
迎
え

て
お
客
も
多
く
、
品
揃
え
の
多
彩
な
ス
ー

パ
ー
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

丁
度
地
域
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
こ
ま
つ
な

う
2
0
1
7
」
の
期
間
中
で
店
の
飲
食

コ
ー
ナ
ー
で
小
松
菜
入
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
売

ら
れ
て
お
り
皆
で
食
し
ま
し
た
。

4

月
1

日
オ
ー
プ
ン
で
売
場
は
16

坪
程

の
小
さ
い
直
売
所
で
す
。
認
知
度
は
ま
だ

ま
だ
と
い
う
感
じ
で
納
品
方
法
等
に
不
便

さ
も
感
じ
ら
れ
、
今
後
、
施
設
利
用
者
の

増
加
も
踏
ま
え
、
集
客
の
工
夫
が
必
要
と

感
じ
ま
し
た
。

③
「
酒
壱
番
」
市
川
市
鬼
高
の
酒
屋
さ
ん

酒
店
と
し
て
は
売
場
が
広
く
そ
の
一
角

に
6

坪
程
の
直
売
所
が
あ
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
コ
ラ
ボ
で
す
。
出
品
農
家
は
市

川
・
船
橋
が
多
く
生
産
者
の
顔
写
真
と
氏

名
が
壁
一
面
に
貼
付
さ
れ
て
ま
し
た
。

当
然
お
客
は
酒
類
を
買
い
に
来
る
訳

で
す
が
、
酒
の
肴
的
な
意
味
合
い
で
野

菜
類
を
購
入
す
る
方
も
多
い
そ
う
で
、

出
品
さ
れ
て
る
物
も
珍
し
い
物
が
多
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

④
「
食
の
駅　

F
a
r
m
d
o
」

京
葉
道
路
下
り
幕
張
P
A
の
売
場
施

設
の
一
区
画
60

坪
程
が
直
売
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
近
郊
農
家
の
出
品
が
多
い
も
の

の
、
よ
く
見
る
と
昨
日
付
の
九
州
産
い
ん

げ
ん
が
あ
る
な
ど
、
流
通
の
良
さ
か
ら
か

全
国
か
ら
出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
又

P
A
裏
手
に
一
般
道
が
接
し
て
い
て
納

品
の
利
便
性
も
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

以
上
4

か
所
を
巡
っ
た
わ
け
で
す
が
、

売
場
へ
の
出
品
及
び
撤
収
は
農
家
の
責
任

で
行
う
事
等
は
共
通
ル
ー
ル
で
し
た
。
今

後
更
に
多
様
化
す
る
で
あ
ろ
う
直
売
の
現

状
を
知
る
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
視
察
と

な
り
ま
し
た
。

直
売
所
巡
り

障害者施設の入所者が作った
パンやクッキーなども売られています

その日の朝に収穫された
野菜がたくさん並びます
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◦ 

︱
編
集
後
記
︱ 

◦

農
業
視
察
で
様
々
な
大
規
模
経
営

農
家
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
経
営

者
と
し
て
の
確
立
し
た
理
念
を
お
持
ち

の
方
々
ば
か
り
で
し
た
。
一
方
で
小
規

模
の
個
人
経
営
農
家
の
比
率
も
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
皆
大
変
な
努
力
を
し
て

体
の
続
く
限
り
農
作
業
に
励
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
後
継
者
が
い
な
い
事
で
、

そ
れ
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、
他
の
農

家
に
耕
作
を
託
す
例
が
増
え
て
い
る
現

状
が
有
り
ま
す
。

小
規
模
農
業
の
先
細
り
は
避
け
ら

れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
農
業
は
作
物

が
売
れ
て
初
め
て
報
酬
を
得
る
事
が
出

来
ま
す
。
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
天
災

等
で
売
物
に
な
ら
な
け
れ
ば
無
報
酬
で

す
。
種
々
の
補
助
制
度
が
有
る
と
は
い

え
、
労
働
対
価
の
給
与
所
得
者
と
比
べ

る
と
、
何
と
不
安
定
な
職
業
か
と
自
分

な
り
に
思
い
ま
し
た
。

経
営
を
個
人
か
ら
団
体
に
移
行
し

個
人
は
雇
用
さ
れ
る
事
で
労
働
対
価
を

得
ら
れ
る
様
に
す
る
、
農
作
業
を
徹
底

し
て
役
割
分
担
し
合
理
化
を
図
る
、
そ

ん
な
素
人
の
想
い
は
所
詮
想
い
な
の

か
、
熟
慮
さ
れ
た
上
で
の
現
行
制
度
な

の
か
、
今
後
を
見
据
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
体
制
で
の
農
委
だ
よ
り

は
こ
れ
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。「
少

し
は
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
た
か

な
」
と
思
う
次
第
で
す
。

農業者年金で有利な老後設計を
☆こんなにもあります！ポイントと魅力☆

① 国民年金第1号被保険者で、年間60日以上農業に

従事する60歳未満の人は、農地の権利名義に関わ

りなく加入できます。

② 自分の年金原資を自分で積み立てる、積立方式の確

定拠出型年金です。加入者や受給者の数に左右され

ません。

③ 保険料は月額２万円から６万7,000円まで1,000

円単位で自由に選択できます。

④ 80歳までの保証が付いた終身年金です。

⑤ 保険料は全額が社会保険料控除の対象になり、年金

は公的年金等控除の対象となります。

⑥ 認定農業者や青色申告者等に対しては、国から保険

料の補助（２割～５割）があります。

⑦ 安全重視の効率的な運用（手数料なし）

※詳しくは農業委員会事務局まで 047(436)2745

農
地
の
適
正
利
用
を
！

 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

農
業
委
員
会
で
は
定
期
的
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
農
地
の
違
反
（
無
許
可
・
無
届
け
）
転
用

や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、
遊
休
農
地
等
に
対
す
る
監

視
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

適
正
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
農
地

の
所
有
者
に
は
順
次
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

○ 

農
地
の
転
用
に
は
許
可
・
届
出
が
必
要
で
す

農
地
を
住
宅
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
な
ど
農
地

以
外
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
農
地
法
に

よ
る
許
可
（
市
街
化
区
域
内
は
届
出
）
が
必
要
で
す
。

無
断
で
転
用
し
た
り
、
許
可
し
た
計
画
ど
お
り
に

転
用
を
行
わ
な
い
場
合
、
農
地
法
違
反
と
な
り
、
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
3
0
0
万
円
以
下
（
法
人

の
場
合
は
１
億
円
以
下
）
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
農
地
の
適
切
な
管
理
を

農
地
が
耕
作
放
棄
さ
れ
る
と
雑
草
の
種
子
の
飛
散

や
病
害
虫
の
発
生
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
火
災
の

恐
れ
な
ど
、
地
域
の
営
農
環
境
や
住
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
農
地
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

自
ら
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
等
に
よ
り
農

地
の
貸
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
猶
予
制
度
の
適
用
農
地

が
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
と
、

納
税
猶
予
が
打
ち
切
り
と
な
り

ま
す
。

打
ち
切
ら
れ
た
場
合
、
猶
予
を

受
け
て
い
る
税
額
に
加
え
申
告
期

限
か
ら
の
利
子
税
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
税
猶
予
の
適
用
農
地
も
、

貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
市
街
化
区
域
内
の
農
地

は
除
く
）
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

基
づ
く
貸
付
け
を
行
う
場
合
は
、

引
き
続
き
納
税
猶
予
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
20

年
間
営
農
継
続
に

よ
り
納
税
免
除
に
該
当
す
る
方

も
、
貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
は
終

身
農
地
利
用
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相
続
税
・
贈
与
税
の

納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
へ


